
Powerpoint
を使った動画作成

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
こちらは、岩見沢市、人材育成事業、2023年度、就業スキル研修、Powerpointを使った、動画作成研修の、リスキリング動画になります。基礎編と、実践編、１、について説明しております。また、スライド16枚目以降の、実践編、２、以降は、研修時の資料としてつけておりますが、音声による説明はございません。参考としてお使いください。なお、この動画での説明は、実際の講義での、講師からの説明内容に、沿ったものとなっていますが、音声については、講師の声による説明ではなく、パワーポイントの読み上げ機能による、合成音声を使った説明になることをご了承ください。



約23700分

製作した動画総時間

約790本以上

動画制作

講師の紹介
株式会社グッドジョブプロジェクト代表取締役

小島 功嗣

デザイン会社勤務

音楽スタジオ勤務

ゲーム制作会社勤務

独立

現在15周年

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
本講座は、株式会社、グッドジョブプロジェクト代表取締役、こじまこうじ様にて実施頂きました。



過去の作品紹介

グルメ刑事

https://youtu.be/njAPR6zCU

Bg

健康ポリス

https://youtu.be/6y7y7DXhvgk?list=PLj

f6zYhDHNcr0Fx2WjG9ilcNWZRkdTkzZ

漆黒の神威 0～2

https://youtu.be/2hv8RqAYZgA
ツルハグループ

https://youtu.be/mR4VLtnniXU

ミナミソラチ

https://youtu.be/wY-

7P55s47s

夢十夜 第七夜

https://www.youtube.com/watch?v=y9R

byJhuUdE

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
グッドジョブプロジェクト様が、制作された動画につきましては、岩見沢市や近郊に関するものを中心に、多数あります。ご参考までに、こちらにあるYoutubeアドレスから、ご覧ください。
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https://youtu.be/2hv8RqAYZgA
https://youtu.be/mR4VLtnniXU
https://youtu.be/wY-7P55s47s
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https://youtu.be/y9RbyJhuUdE?si=R3d1AzJVpHGKIzLh
https://youtu.be/y9RbyJhuUdE?si=R3d1AzJVpHGKIzLh


動画の需要と実態

大手通信キャリアによるモバイル通信料金の引き下げや、5Gの普及が今後本格的に開始されることにより、ユーザーのスマートフォンに
よる動画コンテンツ視聴は、引き続き拡大することが予想されます。ユーザーのプライバシー配慮を前提に、多様化する端末や媒体を横
断して広告効果がより可視化され、適切なターゲットに、適切なタイミングで、適切なメッセージを届けることが出来る、魅力的な動画
広告の提供が業界全体で進むことで、動画広告市場は引き続き高い水準の成長を継続することが予想されます。

2020年の動画広告市場は、昨年対比114％の2,954億円に達する見通し。
2021年には3,889億円、2024年には6,856億円に達する見込み。
スマートフォン動画広告の需要は昨年対比114.8％の成長を遂げ、動画広告市場全体の89％に。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
それでは、動画に関する基礎知識や、予備知識のお話をさせていただきます。こちらのひょうは、タイトルの通り、2019年から、2024年の、動画広告市場規模推計の予測となります。デバイスとは、パソコンとかスマートフォンとか、タブレットとか、そうした動画を見るための端末のことをデバイスといいます。オレンジはパソコンです。緑がスマートフォンです。2019年からの、動画を使ったCMの、市場規模ですので、お仕事としてどのぐらいの量があるかというようなことになってます。単位が億円とあります。まだ、2019年は全体で、2592億円という形になってます。それが2023年になると、5846億円ということで、2019年から大体、倍以上に伸びてきています。さらに2024年、これは予測ですけど、6856億円ということで、伸びていますね。そして下の、オレンジのところを見てください。上のグリーンの伸び率に対して、オレンジはほとんど伸びていません。つまり、基本的にはパソコンを使って、動画広告を見ているかたが少ないから、仕事としてはそんなに規模はないですが、スマートフォン向けの動画広告っていうのはかなり見られています。おそらくいま、SNSをやられているかたは多いので、インスタとかFacebook、特に女性はインスタが多いと思います。仕事の関係ではFacebook、そしていまのXであるTwitterがあります。また、いまはファイブGファイブGと言われてますけど、ファイブGの時代にくるとですね、動画が3秒ぐらいでダウンロードできるような話がありましたけど、実際はいまのところはスピードがでていません。ファイブGは整備がいろいろ終わってないので、これから進んでくると思います。次に、聞いたことがあるかはわかりませんが、シックスGっていうものが次に控えていて、すでに構想が始まっています。シックスGとなると、もっと通信容量というのが、増えてきます。皆さん、おそらくスマートフォンで契約している、ギガプランとか、いろいろありますが、例えば、2019年を思い出して、比べてみるとどうでしょう。スマートフォンを見ていて、かなり速くなったと思いませんか？通信の容量とか、そのあたりだと思うんですけど、速くなっていて、このにさんねんでも、いろいろなものが出てきていたり、バージョンアップをおこなったというところがあると思いますけど、だんだん通信が速くなると同時に、動画の普及率だったりとか、動画の仕事というのも、結構増えています。SNSはやられていないというかたも、いると思いますが、YouTubeとかはどうですか？恐らく見たこと、ありますよね。いま、YouTubeでいくと、日本全体で見ると、10人のうち、にさんにんは必ず見ていると言われています。かなりYouTubeがやってきた功績っていうのは、大きいのかなと思います。動画でいうと、広告がないものもありますけど、ほとんど広告がはいっていますよね。このにさんねんで増えているものといえば、SNSの動画広告が増えていて、おそらく実測で行くと、２年前に比べると相当増えています。それだけ動画広告を見る機会は、多いのではないかな、ということです。この講座で目指すものは、撮影の基礎知識だったりとか、動画の構成、素材の編集、アップロード、配信などについて学んでいただくことになりますが、実際の仕事になると、動画を使ってどのように普及させるかにかかってきますので、そういう風なお仕事につながればいいな、と思っております。



動画の基礎知識

『動画』というのはパラパラ漫画のように１枚１枚の静止画を高速で連続再生したものです。
この１枚の画像のサイズがフレームサイズと言います。
そして、フレームレートとは動画の１秒間に何枚の静止画を再生させるかという数値です。
一般的には映画が１秒間24枚、テレビが30枚です。
フレームレートは、「30fps」などのように表現されます。
※fps（フレーム・パー・セコンド）の略です。
30fpsというのは１秒間に30枚の画像が差し込まれていることを意味しています。
このフレームレートはカメラの設定でも出てくるので覚えておきましょう。
フレームレート数が高くなるほど画像が滑らかになり美しい映像を映し出すようになりますが、同時ににデータ容量
も大きくなるため頭に入れておきましょう。

1. フレームレートについて

ビットレートは１秒間のデータ転送量を指します。
動画でいうと単純にデータ量が多ければ高画質になります。逆にデータ量が少なければ画質が荒くなります。
mp3などの音楽ファイルやインターネットのデータ通信量もビットレートと言います。

2. ビットレートについて

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ここからは、スライドを見ているだけでは、ちょっと簡単には理解できないかもしれませんが、動画を作るためには、いろいろと基礎知識が必要になります。まず最初に、1番の、1フレームレートについて書いております。ここにはいろいろ書いていますが、かいつまんで言うと、パラパラ漫画をイメージしてください。動画というのは、どういう仕組みになってるかっていうと、1秒間に30枚のパラパラ漫画を、皆さんスムーズに見ているのと同じことで、実際には、もちろん撮影すると、動画という形式になりますけど、基本的に動画というのは、1秒間に30枚の絵が入ってるっていうものが、動画になります。ただ、これが映画になりますと、1秒間に24枚になります。またゲームの世界だと、60枚になって、これをフレームパーセコンドといって、FPSとよく言うんですけど、1秒間に何枚の絵が入ってますかっていうことを、FPS、つまりフレームレートっていうふうに言います。この絵の枚数が変わると、どうなるかっていうことですが、1秒間に30枚の絵と、24枚の絵の、何が違うんでしょうか？例えば極端に言いますと、1秒間に30枚のパラパラ漫画と、1秒間に10枚のパラパラ漫画だと、どういうふうにみえるでしょう？例えば人が目の前にいて、右に5メートル移動するとして、映像が30枚と10枚の違いだったら、どうでしょう？30枚あると、歩いてるものが30枚ぶんあると、滑らかにみえるんですね。ところが、これが10枚だと、途中の動きがカットされるので、かくついてみえるんですよね。ただ、映画はなんで24枚なのかというと、30枚だと綺麗に滑らかにみえるんですけど、24枚にすると、いわゆる映画って、雰囲気が大事ですよね。現実的に見せるというよりは、雰囲気重視なので、そうなると、雰囲気で見せるために24枚という風になっています。�というのがFPS、1秒間に何枚の絵を使うかということです。1秒間に30枚の動画は、30FPSと書きます。今のテレビでいくと実際は、29.97というふうな数字になっています。それを省略して30っていう風に言っています。次に、２番のビットレートについてです。ビットレートとはなにか？これは1秒間に、どのぐらいデータを送りますかということです。1番のフレームレートでは、1秒間に何十枚のパラパラ漫画であるか説明しましたが、このデータを、1秒間にどれぐらいおくれるか、というのが、このビットレートになります。もちろん、ここのデータ量が多ければ多いほど、綺麗になります。皆さん、YouTubeを見ているときに、画質選択ができますよね。HD画質とか、4Kとか、動画によっては出きないものもありますが、いわゆるあれは、通信量を上げることで、綺麗になるということです。こういうビットレート１秒間に、転送量を上げるということになります。このデータ量が多ければ、単純に映像が綺麗になります。ただしその変わりおもたくなります。データ量が増えるので、おもたくなるということですね。これがビットレートというものになります。見る人が見やすく、なおかつ用途が何かということによって、さきほどのFPSだったりとか、ビットレートを考えて、動画の書き出しをするということですね。



3. アスペクト比と解像度
アスペクト比は『画像比率』ともいわれており、動画における画面幅と高さの数値比率を表す言葉で、よく使われているア
スペクト比は「4:3」や「16:9」です。
左の数字『4』『16』は横の比率、右の数字『3』『9』は縦の比率を表しています。
例えば、4:3（スタンダード）は正方形に近い横長、16:9（ワイド）は横に長い長方形ということになります。
現在、動画の上映に使用するスクリーンやプロジェクターは、これら2つの比率が混在しています。
そのため、自分の制作物をイメージ通りに見てもらうには、制作する前にどのタイプのスクリーンで映すのかをしっかり把
握しておく必要があります。

4. コンテナとコーデックについて

コンテナとは
動画は、映像と音声の２つで構成されていますが、この２つを入れる箱がコンテナです。
このコンテナの種類が動画ファイルの拡張子になります。
※AVI（.avi）、MP4（.mp4）、MOV（.mov）、WMV（.wmv）、FLV（.flv）など
コーデックとは
コーデックとはファイル圧縮プログラムのことで、「H.264」「ProRes」「GoPro CineForm」といったものがあります。
動画とは上記で説明したように静止画を高速で連続再生させたものですから、非圧縮のままではファイルサイズが膨大に
なってしまいます。動画ファイルサイズを圧縮することで軽くする方法がいくつかありますが、この『方法』がコーデック
と呼ばれるものです。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
次に３番の、アスペクト比、についてです。今のテレビのサイズの前って、ちょっと違っていて、ブラウン管の時代ですね。ブラウン管の時代と、今のテレビのサイズって違いますよね。これをいわゆるアスペクト比といいます。昔のテレビ、特にブラウン管とか、そういうものが出た時代って、実はあれは4対3という比率なんです。テレビというのは、おのおのサイズが違いますよね。ブラウン管のサイズだったりとか、デジタルもそうですけど、何型というのがあります。ただサイズは違うんですけど、必ず比率っていうのは、この4対3となっていました。今は16対9です。横長ですよね。幅が広くて高さがないというものです。例えば4対3というのが、スタンダードと言われてました。最近は16対9が主流です。これ、切り替えるときに、実はすごいテレビ業界で改革が起こったんですね。何かというと、デジタル放送ですね。いわゆる地デジ、とか言われ、皆さん、アンテナ変えるとか変えないとか、もう忘れてるかもしれないけど、大変だったのを記憶されていませんか？地デジのときすごい騒ぎませんでしたか？テレビ、買い換えなきゃいけないとか、アンテナどうするんだみたいなことがありましたよね。つまりそれって、この4対3から16対9に変わったときなんですよ。これ、どういうことが起こったかというと、もちろん見る側も変えなきゃいけなかったんですけど、制作する側もですね、全部機材から買い直しました。テレビ局なんかで使ってる、機材、編集用のものとか含めると、もう何十億とかかるんですけど、それを変えなきゃいけなかったんです。総務省で、日本はこれからデジタル、いわゆる16対9で映像を出しましょうと言ったときに、業者はみんなお金かかるよねっていうところで、作る側も、見る側も大慌てでした。今は4対3っていうのはなかなかないと思いますけど、昔あったVHSは4対3ですよね。今出てきてるのは4K。4Kってなんですかってことなんですけど、この16対9の比率だと、映像の横幅のサイズは1920ピクセルなんですね。これがいわゆる1Kと呼ばれます。ちなみに4Kっていうのは単純に1Kの4倍です。当然のことながら、画像サイズが大きくなるんで、綺麗だよっていうので4Kなんですね。またこの4Kについては、4K用の機材だったりとか、4Kを見るためのテレビが必要ですよね。ち4K対応か、1Kか2Kかみたいなのがあると思うんですけど、機材によって、DVDだったりとかBlu-rayの画質選択ができないものがあります。それがアスペクト比と、解像度、ということですね。次に4番目、コンテナとコーデックっていうのがあります。動画はもちろんなんですけど、映像と音声、この二つで構成されています。この二つを入れる箱っていうのを、コンテナといいます。皆さんにイメージしてもらいたいのは、荷物をコンテナトラックに積むようなイメージで、まさにコンテナは映像と音声を入れるものであり、このコンテナには種類があるんですね。例えば皆さん聞いたことあるかな、と思うんですけど、MPフォー、って聞いたことありますよね。それの一つというふうにちょっと覚えていてくださいね。最近はインターネットで見る動画とか、動画データっていうのは、いわゆるこの、MPフォー、が主流になっています。MPワンっていうのは、MPフォー、と関連するぐらいは想像つくと思うんですけど、ＭＰスリー、ＭＰツー、ＭＰワンなどがあります。MPEGワンとかツーってじゃあ何かと言うと、DVDの動画データ、あれは圧縮されているんですけど、動画の圧縮をMPツーにしましょうっていう、規格があるんですね。つまりDVDはMPツー、ですね。今は時代がたって、ほぼインターネットになってきてて、これはインターネットで流すために、動画の形式を綺麗に、もうちょっと軽くできないかなと作った規格が、MPフォーですね。これはさらに進化するかもしれません。MPファイブとかMPシックス、いわゆるインターネットで動画をやり取りするのは、重いとちょっと問題だよね、っていうので、MPEGという圧縮形式を使っています。次にMOVというのがあります。これは皆さんスマートフォン、特にiPhoneのかたは、馴染みがあると思います、基本的にアップルの動画の規格になります。これは、いわゆるQuickTime形式と言われているですけど、アップル製品で動画を撮ると必ずこの形式になります。このMOVという形式は、綺麗なんですけど、データが非常に思いです。その隣、WMVっていうのがありますけど、これはMacに対して、Windowsで使ってる動画形式ですね。Windows、メディアVideo、省略してWMVというふうに言われています。次にFLVってありますけど、これは最近あんまり使わないんですけど、インターネットで一時期、フラッシュっていうアニメーションがありました、この動画形式がFLVっていう形式でした。というように、動画のファイルの種類には、こういう種類があるということですね。基本的にはこのMPフォー、MOV、WMVがよく出てくるものですね。覚えておくと良いです。



撮影の基礎知識

ホワイトバランスとは、その名の通り白いものを白く写すために色バランスを補正する機能です。ホワイトバランスの
設定方法は、大きく分けて以下の4つがあります。

1.ホワイトバランス

ビットレートは１秒間のデータ転送量を指します。
動画でいうと単純にデータ量が多ければ高画質になります。逆にデータ量が少なければ画質が荒くなります。
mp3などの音楽ファイルやインターネットのデータ通信量もビットレートと言います。

2. ビットレートについて

オートホワイトバランス カメラに写っている色を自動的に平均化します。色の偏りが少ない映像を撮影
する場合に有効的です。

ワンプッシュホワイトバランス 手動でカメラの色に基準となる「白」と設定することで、ホワイトバランスの
精度を高められます。

プリセットホワイトバランス カメラ内ですでに設定されている「屋内モード」や「晴天用」などのモードを
使用して撮影します。

マニュアルホワイトバランス 手動で設定し、撮影します。細かく設定できるため、よりイメージに合った映
像を撮影したいときに有効的です。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ここでは、撮影の基礎知識ということで、主にカメラやその辺周辺機器の取り扱いについて、学んでいただきます。また、このあと、ご自身のスマホもご準備頂き、スマートフォンを使って撮影をしながら進めて頂こうと思います。その前に、撮影にあたってどういう知識が必要かということについて説明します。基礎知識があるとないとでは、だいぶ違うかなというところになります。まずはホワイトバランスです。文字通りになりますが、ホワイトバランスというのは、白いものを、より白く写すためにいろいろバランスをとるということです。例えば天井とか、壁の色で、ちょっとベージュしょくが入ったりしていて、柄が入っていたりしますけど、基本は白い色ですよね。よくありがちなことですけど、白が白に見えなかったり、若干暗いときに、グレーっぽくみえることもあると思うんですけど、映像では、この白をですね、ちゃんとしろとして認識できるように撮るということがすごく大事なことなんです。特にこの白いのがちゃんと正しく映れば、人間の肌の色っていうのは、この壁とか照明とかの色の反射というのが結構出せるんですよね。ですので、結構このホワイトバランスは、例えば肌の色だけではないですけど、多分、皆さんが今見てる自分の服ですとか、周りのものって、映像で見ると、よくすごく赤みがかったりとか、ちょっと青すぎたりするとか、よくありますよね。あれはなぜかといいますと、ホワイトバランスをちゃんと取っていないということがあります。これは、使うカメラの性能であったりとか、撮るものにもよるんですけど、ホワイトバランスの調整をするものが、あるものとないものもあります。ただ、最近のスマホですと、自動的に調整してくれる機能がありますので、意識しなくてもいいかもしれません。あとはビデオカメラの場合だと、ホワイトバランスの設定があります。機種によって様々なので、詳しい話は割愛します。ホワイトバランスを取るときに、お手元に、普通の白い紙を準備してください。白い紙をとってみて、正しく白く映るかいろみの調整をします。そうすると、ホワイトバランスの調整ができます。続きましてビットレート。これは1秒間のデータ転送量ということですね。これはどういうことかといいますと、スマートフォンの場合は、多分、とってすぐそのまま、スマートフォンのハードディスクに保存されるんで、時間はかからないんですけど、遅れが生じると、いわゆる遅延といってですね、おとがずれたりとかがあるんですね。最近のビデオカメラは、SDカードという、データを保存するためのカードがあると思うんですけど、実はSDカードには、転送量っていうものがあるんですね。動画をとったときに、このSDカードに保存する速度が速いSDカードがあり、それで撮影、録画しないと綺麗に撮れなかったり、映像と音がずれたりすることがあります。ちなみに転送量が高いものになると、SDカードの値段が価格は高くなります。最近はだいぶ安くりましたが、たまにこれ安いなっていうのを買うとですね、結構転送量が遅いというものがあります。そうすると、先ほどFPSのお話をしました。1秒間に何枚の画像を使ってというお話があったと思います。転送量が遅いものでFPSを高くしてしまうと、転送量がまに合わなくて、かくついたりするんですね。コマ堕ちという現象です。綺麗にとったはずなのに、データで確認すると、かくかくしている、粗かったり、実はこれ、SDカードの転送量が遅いとことが原因です。



ピントとは、カメラの焦点のことです。ピントを合わせることによって、被写体がくっきり写ります。反対に、ピン
トが合っていないと、被写体がぼやけてしまうため注意が必要です。
ただし、特定の被写体を強調させたい時など、故意にピントをずらす技法もあります。

3.ピント

4.露出
露出とは、写真を撮るときに取り込まれる量を調節する機能です。撮影するシーンや撮影者の好みによって、適切な
映像の明るさは異なります。
露出は、①シャッタースピード②F値③ISOの順番で設定可能です。明るくしたい場合は＋方向に、反対に暗くしたい
場合は−方向に設定します。

5.規格サイズ
YouTubeやニコニコ動画など、動画サービスによって規格サイズが異なるため注意が必要です。適したサイズでなけれ
ば、せっかく撮影してもアップロードすることはできません。例として、YouTubeの規格サイズをご紹介します。
規格サイズは動画の印象を左右することもあるため、撮影する前にある程度決めておくことをおすすめします。

・2,160p: 3,840×2,160
・1,440p: 2,560×1,440
・1,080p: 1,920×1,080
・720p: 1,280×720
・480p: 854×480
・360p: 640×360
・240p: 426×240

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
次にピントです。これは大事です。スマートフォンでも、最近は顔認識が非常に優れているので、画面上、人の顔をタップすると、ちゃんとピントが合ったりします。当然のことですけど、撮る対象のものがボケしまうのは良くないですね。ということで、ピントをちゃんと合わせるということです。録画してるときに、ちゃんとピントが合ってるかというのが、基本的なことですけど、大事です。最近だと、一眼レフを使って動画を撮ることことが良くあります。一眼レフの最大の特徴というのは、レンズが良いものになると、対象ぶつ以外の背景がボケるようになります。レンズが高性能のものだと、ピントが非常に合わせやすいということがあります。逆に言うと、そのピントが合う、背景がぼけることで、印象的な動画が撮れます。次に、露出についてです。この露出というのは、映像の明るさです。先ほど、ホワイトバランスというお話がありましたけど、ホワイトバランスを調整する上で、白は白だけど、例えば暗い天井などは、暗く映ってしまいますよね。これを、露出というもので、明るさを、上げたりすることができます。ただし注意が必要なのは、露出を上げすぎると、明るくなりすぎて白いところが、光って見えてしまうこともあるので、露出、いわゆる明るさの調整には、注意が必要となります。もう一つ、この露出は、最近の一眼レフカメラだと、スマホもそうですが、シャッタースピード、ISO感度というのがあります。このシャッタースピード、ISO感度を調整することで、画面の明るさ、綺麗さを、調整することができます。ただしシャッタースピードが少し難しいのは、シャッタースピードを遅くすると、綺麗に取れますが、動きがあるものを撮影する場合、ブレますので、調整としては難しいところだと思います。続きまして、規格サイズというのがあります。先ほど4K、2K、1Kのお話をしましたが、まさにこれがそうですね。2160Pというのがあり、これは画面サイズが、3840ピクセル×、2160ピクセルという、4Kということですね。次に、1440P、2560かける1560で、これは2Kですね。1080Pと言われてるものが、これ、1920かける、1080で、これが一番スタンダードな動画のサイズというふうになります。なので覚えていただきたいのは、1920ピクセルかける1080ピクセル、比率が16対9で、VHDという規格で、現在の動画のスタンダードなサイズというふうに覚えておいてください。それ以外に720Pとか、480Pとか、いろいろあると思いますけど、最近デバイスはいろんな画面サイズのものがあります。当然、スマートフォンの画面サイズと、パソコンの画面サイズは違いますね。スマートフォンの場合は、機種によって違いますが、大体480p、という風に言われています。なので当然サイズが下がるにつれ、動画のサイズ、データの容量がどんどん軽くなっていきます。つまり、動画を一番見やすくすることえを考えるのであれば、スマホの場合は、480pで十分なんじゃないかな、ということですね。ただ、当然のことながらデータ容量は軽くなるんですけど、動画の質は落ちてしまいます。なので、1080p、がどのデバイスでも一番適正かな、と思います。



撮影の基礎テクニック

綺麗な写真を撮影するためには、水平をしっかりととる必要があります。風景や人物写真を撮影しても、水平がしっか
りとれていないと、見栄えが悪くなってしまいます。必ず水平をとるようにしてください。

最近のスマホカメラでは、水平がしっかりとれるように、グリッド線が表示される機能があります。グリッド線があれ
ば、水平になっているかどうかを判断できるので、ぜひグリッド線を活用しましょう。

グリッド線を利用すると、写真撮影の基本構図と呼ばれる「三分割法」での撮影も可能です。ぜひ、水平やしっかりと
した構図を意識して、綺麗な写真を撮影しましょう。

1.水平をしっかりとる

撮影するときは、被写体にピントをしっかり合わせるようにしてください。最近のスマホでは、被写体をタップする
と露出補正が自動でおこなわれ、綺麗な写真撮影が可能になることがあります。

また、タップをすることで露出だけでなくピント調整も可能になるので、ピントを合わせたい場所をタップして調整
をおこないましょう。

2.露出補正

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
続いて、撮影の基礎テクニックです。まず大切なのは、1番にある、水平をしっかりとる、ということです。レンズの兼ね合いによっては、どうしてもちょっと歪んだりするのですが、基本的には撮るときに、水平かどうかを確認します。例えばパソコンのモニターで水平を見たり、人物に対してちゃんと水平が取れているか確認します。これはとても大事なことです。もう一つは、露出補正です。撮影するときは、被写体に、ピントを、しっかり合わせるようにしてください。これは多分、スマートフォンであれば、画面をタップするとできますね。ただし、後ろが暗いと、ピントが合わせづらいですね。だから、ホワイトバランス、露出はとても大事です。暗すぎるとピントが合わなくなるため、照明を入れたりすることがあります。撮影の現場では、照明を入れるというのは、もちろん明るくするという目的もありますが、暗いとピントが合わなかったり、動きがあるとピントがずれたり、ということを回避する為です。最近のスマホは優秀なのですが、基本的には動くことも考えて、きちんと現場の明るさの調整が必要ですね。



レストランや旅館の食事などを、スマホで撮影しているという方もいるのではないでしょうか。食べ物を撮影するとき
は、半逆光を利用して撮影をしてください。

半逆光とは、被写体に対して斜め前から光が当たっている状況のことを表します。この技術を利用すると、食べ物を立
体的に撮影することが可能です。加工アプリで修正も可能ですが、逆光をうまく利用すれば、さらにいい写真が撮影で
きるので、ぜひ実践するように心がけましょう。

3.半逆光を使って撮影

おしゃれな動画を撮影したいという方は、「ネガティブスペース」を意識して撮影をするように心がけてください。
ネガティブスペースとは、余白です。余白があることで、アーティスティックな撮影が可能になります。
被写体を正面にして撮影するのではなく、余白はどこかを探りながら、撮影するように心がけましょう。

4.ネガティブスペースと呼ばれる余白を活用

一眼レフなどのカメラとは違い、スマホでは、ほかのカメラではできないアングルでの撮影も可能です。一眼レフな
どの撮影技術も大切ですが、スマホでしかできない撮影も考えてみましょう。
たとえば、自撮り棒を使ったセルフィは、一眼レフなどではなかなか撮れない写真です。セルフィを使って芸術的な
撮影も可能なので、ぜひ実践してみましょう。

5.さまざまな角度を試す

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
次は、半逆光を使って撮影を行うということで、逆光という言葉はご存知ですね。例えば撮影対象となる人物の後ろに、太陽が昇っていると、顔が暗く映りますね。これが逆光です。光源のもとに向かって撮影するとか、どうしても光を背景にする場合、影ができるので暗くなるということですね。この逆光を使って、うまく撮影するやり方もあります。レストランや旅館の食事などを、スマホで撮影しているというかたも、よくいらっしゃると思いますが、半逆光を利用して撮影してみるとうまく撮影できます。半逆光とは、被写体に対して、斜め前から光が当たっている状況です。席の横に窓があり、曇ってなければ、日の光が入ってきます。斜め前から光をあてることで、照明がないときに、自然こうで、反逆こうを使って撮影するテクニックです。ただし、これは感覚でおこなっています。実際に自分で撮影したときに、これがどういうふうにとれているか、というのは自分の感覚です。ちゃんと撮れてるかというのも、もちろん大事ですけど、どういうふうに伝えるかということですね。例えば食べ物を撮ってるのに、食べ物が美味しく見えない。食べ物をよくとられるかたは、インスタグラム等、SNSに上げる為に、結構シャッターを切りますよね。そうしないとなかなかいい感じで食べ物がとれないですよね。とりながら調整してこれがいいかな？とか。そのときに、これがいいな？ってポイントがあると思います。うまくとりたいときに意識することは、まさにスライド4番の、ネガティブスペースと呼ばれる、余白ですね。基本的にはとる対象が、ドーンと真ん中に写っている。というのを取りがちで、それはそれでわかりやすいんですけど、おしゃれではなかったりするんですよね。例えば旅館の食事が豪華だというのを、料理だけアップしていても、伝わりずらいということです。旅館の食事が、旅館の食事に見えなかったりすることで、旅館の食事だよっていう雰囲気が伝わらないのは残念で、旅館であることとか、窓からみえるそとの景色も入れながら料理を撮ると、ばえる、伝わると思います。なので真正面から撮ることだけが、全てではないということですね。このネガティブスペース、いわゆる余白を入れて撮ることで、ちょっとアートっぽいよね、というような動画ができるということですね。見る人のことを考えて撮るということは、こういうことをちょっと意識しながら撮る、様々な角度を試してみる、ということですね。スマートフォンって、普段、手で持って撮影をしてるんですけど、最近だったら自撮り棒があって、自分を撮りながらというのはよくありますね。動画でも、撮影アングルはとても大事で、動くからこそ考えなきゃいけないんですね。写真だと、1シーンだけ角度を考えればいいんですが、例えば、人物を撮ろうと思ったときに、振り向く場合、どんなアングルから撮ったらいいのか迷うと思うんですよね。アングルというのは、動画を見る人に何を伝えたいのか？というのがあって、例えば、映画やドラマでは画面が結構きり変わりますね。シチュエーションに合わせて、2人で会話してるところの最初は一旦引いて、会話が始まると、それぞれ喋ってる人をアップにするというのがあります。これは状況、立場などを表現してるんですね。場所が事務所なのか外なのか、ってシチュエーションをわからせるために、まずは引いて2人を撮る。その後に、それぞれはなしてる人のアップを撮る。他にバストアップという胸からうえのアップ、顔の正面アップ、側面だったり、人の感情が表れるように意識していたりします。みてる人に、何を伝えたいかってことを考えると、撮影の際に、いろいろ撮ってみて、どれが一番不安そうにみえる、喜んでるようにみえるとか、悲しんでるようにみえるっていうのは、意識すると、感覚がつかめてくると思います。以上、ここまでが、動画や撮影の基礎知識になります。このあとの実践編、いち、では、撮影に当たっての、構成について説明を行います。ここまでで説明した、動画の基礎知識とあわせて、動画の撮影をやってみてください。



実践①



撮影構成

画コンテ（単に「コンテ」とも呼ばれる）は動画作成のための設計図。テキス
トで書かれたシナリオ台本をもとに、絵（イラスト）、内容（役者やキャラの
動き・背景などの指示）、セリフやナレーション、尺、効果音などを細かく記
した指示書（構成台本）のことです。

絵コンテ・構成表の目的は主にキャスト、制作スタッフと認識を共有すること
です。絵コンテ・構成表は基本的に映像ディレクターが作りますが、絵コンテ
はまさにディレクターの分身。実写は撮影現場の状況で変わることがあるので
ラフに描くことが多いですが、アニメはイラストに影響するので全カットを細
かく記します。

絵コンテによって他のキャストやスタッフも制作の流れや動画全体のイメージ
ができ、映像制作がスムーズに進行しやすくなります。

絵コンテはクライアントにとっても重要です。テキストだけの台本だと、動画
全体の世界観、役者の動きまでイメージできません。絵コンテはクライアント
と制作会社で認識のズレがないようにするためにも重要です。

絵コンテがあることで動画で最も重要な部分、メッセージを伝える部分、落と
し所、音楽でいうサビの部分がどんな映像になるかをイメージできます。商品
購入などのアクションを促す場合、適切な誘導になってるいるか、自社の商品
やサービスの強みは表現できているか、競合と差別化できているかなどをクラ
イアントがチェックできます。

1.画コンテ

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
これからの実践編では、動画を実際に、作っていくということについて説明します。動画を作るための準備、という作業があります。このスライドには、撮影構成と書いていますが、いわゆる動画の企画のことです。この実践編１では、どんな動画を作って、どんな人たちに見てほしいか、またお客さんの確認のために出す企画の作り方を教えます。スライドの右側にあるイラスト、いわゆる絵コンテと呼ばれるものです。この絵を見ながら、どういう動画を、どういうアングルで撮るのか、というのを、決める為に絵コンテが必要となります。思いつきで撮ると、なかなか思った通りにとれなかったり、または撮影の段階でアングルを迷うと、無駄に撮影したりということがあります。動画を作る前に、絵コンテを作って、どういう撮影の仕方だったり、どういうセリフが入るか、どういうイメージなのかという意思疎通をするためのものです。えコンテは、単にコンテとも呼ばれます。動画作成のための設計図。テキストで書かれた、シナリオ台本をもとに、絵、イラスト内容、役者やキャラの動き、背景などの指示、セリフやナレーション、尺、効果音などを、細かく記した指示書、構成台本のことです。構成台本というふうなってますけど、これを作ると、撮影の意図としてはこういうことです、と伝えることができます。続きまして、コンテ構成ひょうの目的は、主にキャスト、制作スタッフと認識を共有することです。今回の講習は、1人で、あるていど、できるようになることを目指しますが、実際に動画を作るとなると、撮影カメラマン、音響さん、ディレクター、監督とか、いろんな役割の人、いろんなスタッフの人が、撮影現場に入ったときに、どういうふうに動くのかというのを、あらかじめ絵コンテや、構成台本で見ておく、というものになりますね。絵コンテは、基本的に映像ディレクターが作りますが、実写は撮影現場の状況で変わることがあるので、ラフに書くことが多いです。ただし、アニメは、イラストに影響するので、全てのカットを細かくしるします。一応ラフでも構いませんが、アニメーションについては結構細かく書いています。アニメの絵コンテを見たことがある方も、いらっしゃると思うんですけど、結構細かく書いてますよね。コンテによって、ほかのキャストやスタッフも、制作の流れや、動画全体のイメージができることで、映像制作がスムーズに進行しやすくなります。また、絵コンテはクライアントにとっても重要です。テキストだけの台本だと、動画全体の世界観や、役者の動きまで、イメージすることができません。絵コンテはクライアントと制作会社で、認識のずれがないようにするためにも重要です。結構、この絵コンテを出す前に、大まかなシナリオというのを作ったりするんですけど、それだけだとやっぱり伝わらないんですね。特に、映像の専門家ではないかたに、説明したりするときに、いや、こういうふうになるんだよって、口頭で伝えても、やっぱりなかなか伝わりづらかったりします。それを言葉にすると、大変長くなったりすることもあるので、こういう絵コンテを用意するということですね。絵コンテがあることで、動画で最も重要な部分のメッセージを伝える場合、落としどころを音楽でいう、サビの部分が、どんな映像になるのかイメージすることができます。商品購入などのアクションを促す場合に、適切な誘導になっているか、自社の商品や、サービスの強みは表現できているか、競合と差別化できているか、などをクライアントがチェックできます、ということです。



1．セリフ・ナレーションを書く
2．時間ごとにカット割りを決める
3．最後に絵を描く

画コンテといえば、まず絵を描くことをイメージしがちですが、最初にやることはセリフ・ナレーションを書くこ
と。先に軸である全体のセリフ・ナレーションを入れたシナリオ原稿を作ります。絵を決めてしまうと、セリフや
ナレーションによっては不自然になってしまうからです。たまにナレーションと映像がうまくマッチしていない動
画を見ますが、映像ありきで考えてしまうことが原因の一つです。

考えたセリフやナレーションの原稿は音読し、ストップウォッチで秒数を測ってください。適正な長さと思ってい
ても、30秒の動画なのに、いざ朗読すると45秒になってしまうなど、文字数は多くなりがち。また、映像のセリフ
は視聴者に分かりやすく伝えるため、日常会話よりゆっくりしゃべるケースが多いです。

原稿の文字数の目安は1分間で180字前後。1秒間に6字ほどしかしゃべれないので、言えることは限られます。
必ず時間を測って原稿を作ってください。

2.画コンテ書き方 ①スクリプト（ナレーション）を書く

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
次に、絵コンテを具体的に、どういうふうに書くのかということを説明します。さっきの絵コンテに、コマ割り、があったと思うんですが、スライドのイラストの中の数字の、①②③に一つの絵コンテの中にどういう情報が入ってるかをわかりやすく書いています。まる１は、セリフやナレーションを書くことですね。動画の中で、どんなセリフがあるのか、どんなナレーションが入るのか、というのを、ここに書いておくということです。まる２は、時間。通常、しゃくとよみます。このスライドは3秒となっています。まる３は、実際の絵はどうなのか、どういうふうに撮るのか、というのがここに書かれています。これを書くときのポイントなんですけど、絵コンテといえばまず、絵を書くことをイメージしがちですが、最初にやることは、この順番通りでやってください。セリフ、ナレーションを優先にすることですね。そうすると、絵がイメージしやすくなります。先に軸である、全体のセリフ、ナレーションを入れたシナリオ原稿を作ります。絵は後からでもいいんですね。たまにナレーションと映像が、うまくマッチしてない動画を見ますが、映像ありきで考えてしまうことが原因の一つであり、最初にしっかりと考えた方がいいですね。考えたセリフ、ナレーションの原稿は音読し、ストップウォッチなどで秒すうを、測ってください。適正な長さだと思っていても、30秒動画などで、いざ朗読すると、45秒になってしまうなど、文字すうは、多くなりがちです。また、映像のセリフは、視聴者にわかりやすく伝えるため、日常会話よりも、ゆっくり喋るケースが多いです。ということで、ナレーションの横に、まる②、時間、と書いてますけど、実際にこれ、3秒で読み切れるかどうか？ということをはかってみないとわからないということです。つまり長かったり短かったりしても駄目で、大体どれぐらいの尺になるのかというのを内容を考えた上で、読んでみて全体の時間を把握するということです。もちろん制限時間があると、やっぱりそれに合わせて変えていかなきゃいけないというところがあります。皆さん、テレビCMは15秒とか30秒がスタンダードではありますけど、なかには1分ほどの長さのものもあったりします。この15秒で、例えばカメラの三脚という商品を15秒で全て説明することは、なかなか難しいですよね。この場合、大体のかたは、カメラの三脚の全てを説明しようとするんですね。一番上にはスマホ用のフォルダがついていて、6式のスイッチがあって、足は3本です。丸型のところのボタン押すと可動域が出る、これだけでも多分15秒ギリギリ超えてるかなと思います。だから15秒で伝えるとしたら、言葉をセレクトしなければならないということです。もう一つ理由があって、例えばCMの場合、内容は伝わるけど1分以上のCMって、見続けていられるかどうかだと思います。時間の考え方は不思議で、集中しているときは、早く過ぎる。面白くないなと思うと、長く感じるということがある、ということですね。



3.画コンテ書き方 ②カット（コマ）割りを決める

原稿を作ったあとは、細かいカット割りを決めていきます。カット割りとは、シーンごとの構図、シーンとシーン
のつなぎのこと。

動画の1カットの長さは基本的に3秒まで、長くても1カット5〜6秒が限度です。それ以上の長さになると動きがな
く、視聴者は映像が止まっているように感じてしまうのです。原稿を考えるときも、あまり1場面に時間をかけら
れないと思っておいてください。

まず、秒数を計って、C-1、C-2など各シーンに区切ってい
きます。区切ったシーンごとに演出を書き込みます。バ
ストアップ、肩越しなどのカメラアングル、笑顔などの
人物の表情、背景に何があるかなど詳しいほど良いで
しょう。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
続いて、コマ割り、を決めます。タイトルの下に、まだ絵は描かないと書かれているところの右側に、赤い枠があると思います。浴衣の女性が振り返るというシーンがあって、その次は男性に話しかける、というシーンがあるということですね。これは明確に、こういう絵があるよ、っていうことですね。だからセリフがあったら、今度はそのセリフに合わせて、細かくシーンを作っていくっていうことになります。スライドに書かれていますけど、CM動画のワンカットの長さは、基本的に3秒まで、長くても1カット、5から6秒が限度ですが、特にこれに限られることではありません。これは一つのセリフの中でのお話です。もちろんセリフの長さによって動画の尺の長さは変わってきますが、これはあくまで目安ということですね。まず秒すうを測って、シーン1など、各シーンに区切っていきます。区切ったシーンごとに演出を書き込みます。バストアップ、かたごしなどのカメラアングル、笑顔などの人物の表情、背景に何があるか、など、詳しいほどよいでしょう。その下の部分内容、浴衣の女性が振り返るとき、これはどういうアングルで撮りますかというのを、バストアップで撮ります。バストアップっていうのはちょうど、胸から上ですね。この部分からうえのところを撮影しはじめて、こう振り返るということですね。その男性に話しかける、かたごし、というのは、その男性のかたごしってことですよね。男性の肩が映ってる状態で、その後ろに女性が写ってる、というアングルになるということです。ナレーションには、なしとか、あのー、とか書いてありますよね。これを時間3秒、8秒で撮るということになっています。



4.画コンテ書き方 ③絵の部分を作成する
全体の原稿ができ、カット割りを決めたあとに絵を作成していきます。ポイントは次の2つ。

・絵の上手さではなく、分かりやすさを重視
・テロップ（文字）が入る場合も想定する

絵コンテの目的は他の制作スタッフやクライアントと動画の全体像を共有するためのもの。絵の上手さにこだわる
のではなく、「どこに何があるか」「どんな動きをするか」を伝えることがポイントです。また、動画には説明文
のテロップが入る場合もあります。映像だけでなく、文字が入る場合も想定して描きましょう。

手っ取り早く正確なイラストを描く方法の一つが、Googleの画像検索でキーワードを入力し、イメージに近い画
像を絵コンテになぞること。「浴衣 女性 振り返る」などの場面で検索し、イメージに近い構図を真似して描
くといいでしょう。

もしくは、フリー画像のサービスで検索する、自分で見本となる写真を撮影するなども方法の一つ。美術やデッ
サンが得意でないと、頭の中で絵を想像して描くのは至難です。イメージに近い見本を探し、それを真似るとい
いでしょう。ただし、絵は完全に模写するのではなく、簡易的なものでOKです。絵コンテはあくまで構図を確認
するためのもの。詳しくは内容にテキストで書くことで補完します。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
実際に、ここまでイメージして書き込んだら、今度は絵を書くということですね。具体的にどういうアングルか、というのは言葉じゃわからないので、粗く絵を書いてみようということですね。ただおそらく、最初から絵が上手な人はいませんし、ずっと書き続けていれば上達するか？というのも、なんとも言えません。ですが、大切なことは、絵がうまい下手ではないんですね。わかりやすさを重視するということです。テロップっていうのは、映像の中に文字が出てきます。そういう意味です。コンテの目的は、他の制作スタッフや、クライアントと、動画の全体像を共有するためのものである、というのは、冒頭で説明した通りですね。映像だけではなく、もちろん、映像の中に、文字が入ることも想定されることを想定して、考えて書きましょう、ということです。手っ取り早く、正確な様子を描く方法の一つが、Googleの画像検索で、キーワードを入力し、イメージに近い画像を探すことです。基本的に、1から描こうとすると、絵が下手だと、なかなか書けないですよね。そういう場合は、検索してみてですね、それを真似て書いてみるということがあります。それでも最初、絵を書くのがうまくいかなければ、その画像をそのまま使って貼り付けてもいいです。大切なのは、どうすればわかりやすく伝わるかな、ということですね。以上で、実践編いちの説明を終わります。実践編いちの前に説明した、動画の基礎知識についても活かしながら、動画の撮影をやってみてください。撮影された動画が、このあとの実践編以降の編集作業や、動画のアップロード、配信作業の素材となります。動画による音声でのご案内は、ここまでとなります。以降の実践編、に、動画編集の項では、オンライン動画編集ソフト、キャンバについて、スライドで手順を解説しております。続いて実践編、さん、パワーポイント動画編集の項では、実践編、に、で、キャンバで編集した素材をパワーポイントでアップロードする手順を、スライドで解説しております。最後の実践編、よん、では、動画配信方法として、実践編、に、の、キャンバで編集した素材を、YoutubeやFacebookで配信する手順を、スライドで解説しております。是非以降の実践編にも進んで、お試しください。以上、パワーポイントを使った、動画作成講座、リスキリングコンテンツは修了となります。この、講座コンテンツが、皆様の就業スキルの向上に、お役に立つことができれば幸いです。おききいただき、ありがとうございました。



実践②



動画編集

Canvaは、無料で使えるオンラインのグラフィックデザインツールです。SNSの投稿、ロゴ、プレゼンテーション、ポ
スター、動画、ロゴなど、さまざまなものを作成できます。

1.オンライン動画編集ソフト「CANVA」



2.初期設定

①「デザインを作成」オンマウス

②「動画」クリック



3.編集画面

①メニュー
②素材選択
③プレビュー画面
④タイムライン



3.素材挿入

①素材アップロード
②素材アップロード
③素材アップロード
④素材プレビュー

エクスプローラーから素材を掴んで
直接ドラッグ&ドロップできます。



素材を掴んで直接ドラッグ&ドロップできます。



ロックボタンをクリック
画面の数字を入力

4.サイズ調整



①はさみマークをクリック

5.編集カット

②紫のバーをドラッグして尺の調整 ③調整が終わったら完了をクリック

④同じ素材、もしくは次の素材を＋
にドラッグ&ドロップする

⑤最後に再生ボタンを押して再生確認



①共有をクリック

5.書出し

②ダウンロードをクリック

③ダウンロードをクリックして保存



実践③



パワーポイント動画編集

通常はプレゼン資料を作るためのソフトですが、それ以外にアニメーションや動画、BGMなどを取り込んで動画として
書き出しができるソフトでもあります。

1.microsoftソフト「powerpoint」



2.サムネイル、タイトル作成 素材挿入①

①「挿入」をクリック

②「メディア」クリック

③「ビデオ」クリック

④「このデバイス」をクリック



3.サムネイル、タイトル作成 素材挿入②

①「ファイル」をクリック



4.サムネイル、タイトル作成 素材挿入③

①「エクスポート」をクリック

②「ファイルの種類の変更」
をクリック

③「jpegファイル交換形式」
をクリック

④「名前を付けて保存」
をクリックして書き出す



5.サムネイル、タイトル作成 素材挿入④

①「スライド」をクリック

②「新しいスライド」
をクリック

③「タイトルスライド」
をクリック



6.サムネイル、タイトル作成 タイトル文字入力



7.サムネイル、タイトル作成 タイトルアニメーション

①テキストをクリック

②「アニメーション」
をクリック

③「プレビュー」
をクリックして確認

④アニメーションの
タイミングはここで調整
できます。



8. BGM挿入

①「挿入」をクリック ②「メディア」をクリック

③「オーディオ」をクリック

④「このコンピューター」
をクリックしてBGM素材を
選択

⑤「バックグランドで再生」をクリック



9.ナレーション挿入

①8と同じ手順で
⑤は操作しない



10.キャプション挿入

①「挿入」をクリック

②「図形」をクリック

③「テキストボックス」をクリック

④テキストを入力

⑤透過性を50%にする
ことでキャプションを
見えやすくする



11.書出し

①「エクスポート」を
クリック

②「ビデオの作成」
をクリック

③「ビデオの作成」
をクリックして書き出す



実践④



動画配信

1.YOUTUBE



2.YOUTUBE 動画アップ

①「ユーザーマーク」をクリック

②「youtube studio」をクリック

③「作成」をクリック

④「動画をアップロード」
をクリック



3.YOUTUBE 動画アップ②

エクスプローラーから素材を掴んで
直接ドラッグ&ドロップできます。



4.YOUTUBE 動画設定



5.YOUTUBE 動画設定②



6.FACEBOOK



7.FACEBOOK 動画アップ



8.FACEBOOK 動画アップ②

エクスプローラーから素材を掴んで
直接ドラッグ&ドロップできます。



以上で終了となります
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